
                 

                   

事業名 
生後６か月から３歳の子どもがいる家庭に図書館職員お勧めの本が届きます 

絵本貸出定期便を開始 

 

課 長  図書文化財課  齊藤 

☎   ０３－６４３５－３０６7（直通） 

係 長  図書文化財課 図書館係  野津 

☎   ０３－６４３５－３０６7（直通） 

ここが 

ポイント 

◆年齢に応じた図書館の絵本が、毎

月無償で家庭に届きます。 

◆家庭での質の高い読書が可能とな

り、子どもが様々な絵本を日常的に

楽しむことができます。 

予算額 ５８,８４６千円 

区 分
■ 新規 

□ 臨時（□ 新規・□ 継続） 

□ レベルアップ 

概 要 

区民からは「子どもの成長に合わせてどの絵本を選んだら良いか。」という相談

や、「忙しくて子どもと図書館に行けない。」という声があります。 

区では、０歳から３歳の文字を意識し、絵本に興味を示す大切な時期に、本とふ

れあうための取組を実施しています。 

 

 

■子どもに居心地の良い環境整備 

■おはなし会の実施 

■ブックスタート事業の実施 

（乳児に絵本を２冊プレゼント） 

 

小学校５年生～高校３年生の１週間の読書量は、０冊が最も高く、次いで１冊

で、本を読まない子どもの割合が高くなっています。 
 

 

■内容 図書館職員が選ぶ年齢に応じた幅広いジャンルの図書館の絵本３冊

を、利用者の申請に基づき、毎月１回無償で家庭に届ける貸出サービスです。

■対象 区立図書館に利用登録のある区民で生後６か月から３歳児まで 

■目的 子どもの読書活動は、言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、創造

力を豊かなものにする上で欠かすことのできないものです。乳幼児期の家庭で

の読書活動を支援することで、子どもが絵本を日常的に楽しみ、読書習慣の定

着が期待できます。また、忙しくて図書館に行くことのできない保護者や、選

書で悩む保護者への支援にもつなげます。 

■事業の効果 

・家庭での質の高い読書と乳幼児からの読書を習慣づけることができます。 

・子どもは「読む読書」より早く「聞く読書」によって本と出会い、読書経験

が始まります。保護者から絵本を読んでもらい、その楽しさを共有することで、

親子の絆が深まります。 

・図書館の利用案内やおはなし会等のイベント、電子書籍のコンテンツ等のチ

ラシを同封し、図書館サービスの利用促進につなげます。 

■スケジュール 令和６年５月申請受付開始、令和６年６月貸出開始（予定）

資料 13 

問合せ 

令 和 ６ 年 １ 月 ３１ 日 

港区令和６年度予算案記者発表

絵本貸出定期便 事業概要 

 

港区立図書館の取組 


